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研究成果の概要（和文）：これまで和歌は、中央に住む貴族・僧侶・武士の文学として研究されてきた。また、地誌は
地理学や民俗学の資料と見なされてきた。この研究では、地誌の中に大量に記載されている和歌に関する記事を分析し
た。そして、東北地方の藩主や藩士の和歌に対する思想を明らかにした。新しい観点と方法を導入することによって、
これまでの和歌研究の常識をくつがえした。 

研究成果の概要（英文）：The 31-syllable Japanese poem has been studied as literature of a noble, a priest,
 the samurai who lived in the center until now. In addition, the geographical book has been considered to 
be geography and a folkloric document. In this study, I analyzed the article about a 31-syllable Japanese 
poem listed in a geographical book in large quantities. And I clarified the thought for the 31-syllable Ja
panese poem of a feudal lord and the clansman of the Tohoku district.
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１．研究開始当初の背景 
和歌の研究はどうあればよいのか。誰しも

自明のように思ってきたが、そこに固定観念
が貼り付いている。すなわち、これまでの和
歌研究は、京都・奈良・鎌倉・江戸に住む一
部の貴族・僧侶・武士の創作した作品を対象
として行われてきた。〈中央〉を範囲とする
作者論・作品論・時代論であった。この固定
観念に〈地域〉〈地方〉が見事に外されてお
り、これまで疑問視されないできた。和歌は
〈中央〉だけのものではない。〈地方〉にも
深く広く浸透して日本文化の基盤を形成し
ている。この問題を解明し、日本文化の本当
の姿を解明しなければならない。 
 
２．研究の目的 
上記の問題認識にもとづき、東北地方諸藩

の藩主たちの文学活動（主に和歌）に焦点を
あて、その実態を解明する。また、藩主をと
りまく文人藩士の詠んだ和歌や学習した歌
論にもメスを入れて、各藩がどのような和歌
思想をもって詠作に取り組んでいたかを総
合的にあきらかにする。そりための具体的な
資料としては、藩撰・私撰にかかわらず各藩
において盛んに編纂された地誌をとりあげ、
その中に歌枕がいかなる和歌思想のもとに
記載されているかを分析する。 
 
３．研究の方法 
藩主はしばしば領内を回って民情を視察

をし、その道筋の出来事を和歌を交えた流麗
な和文で「領内巡覧記」を書いた。また、藩
主の巡覧を円滑にするための旅の案内書の
意味ももつ地誌が作成された。それがダイジ
ェスト化されて庶民の旅案内書に改訂され
たものもあった。こうした藩撰・私撰の地誌
が発展したが、地誌には、領内の名所・歌枕
を詠んだ古歌が紹介され、また領内に独自の
名所・歌枕が新しく設定されたりもした。地
誌は、〈地方〉における和歌の実態──和歌
は地方の各藩において、なにゆえに活用され、
どのように定着していたかを教えてくれる。
これまでの和歌研究は地誌の重要性に気づ
いてこなかった。本研究は各藩の「領内巡覧
記」や地誌を収集し、和歌研究の重要資料と
して精緻に分析する。 
 

４．研究成果 
予想した以上の成果が得られた。その具体

的な例をあげると、仙台藩主・伊達吉村は領
内に古今集の歌などに詠まれた地名（歌枕）
を領内に特定し、そこを名所として顕彰した。
そして、そうして設けられた名所を京都の堂
上歌人に詠んでもらい、また仙台藩主である
自分も詠み、かつ文人藩士の武士も詠んで、
「領内名所和歌集」を編纂した。和歌を触媒
にして〈中央〉と〈地方〉の連結・融合して
一体化させる意図が見られる。和歌は〈中央〉
と〈地方〉を分断するものではなく、日本と
いう大きな〈結びつきのある国土・国家〉を

形成するものとして活用されていた。 
 こうした姿勢は、それより百年ほどあとの
白河藩、秋田藩その他でも行われていた。白
河藩主・松平定信は領内に公園を築造し、名
所を設定し、和歌も漢詩も詠める名所にし、
藩内外の藩主や歌人また著名な儒者に詠ま
せて、「領内名所和歌漢詩集」を編纂した。 
 同様の試みは、定信と知遇のあった秋田藩
主・佐竹義和も試みている。彼の場合、中世
期の領主・安東愛季のそれを踏襲し、それを
土台にして和歌にも漢詩にも詠める領土を
形成したことがわかった。 
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